
 

                             

 形（形式）とプレート番号  

 

屋外展示場にある蒸気機関車（貨物運搬用）の、正面・側面・後方プレ

ートに記された「６９６６５」という「数字の意味」について説明します。 

 

蒸気機関車は、構造や形状などによって『形（形式）』に分類されるの

ですが、本機は『９６００形』の車輌です。同時代の旅客用蒸気機関車に

は『８６２０形』というものがあり、数字表記だけでなくアルファベット

と数字を組み合わせた『Ｄ５１形（通称デゴイチ）』などもよく知られて

います。 

 

９６００形の１番機のプレート番号が「９６００」、２番機が「９６０

１」、３番機が「９６０２」で、あとは順に数字が１ずつ増えて１００番

機が「９６９９」です。要するに、下２けたの数字に１を足した数が製造

順番号になるのです。 

そして、１０１番機・・・。これを９７００とすれば、既にあった『９

７００形』蒸気機関車の１番機と区別がつかなくなります。そこで、９６

１００でもなく、百の位の１をプレート番号の先頭（一万の位）に付けて

「１９６００」としました。これは、形（形式）を表す『９６』の数字・

位、ともに変えなくてよい表記方法でした。 

 

それでは、プレート番号「６９６６５」に戻りましょう。『９６』の前

に付いた６が百の位の数を表し、下２けたが６５ですから、製造順番号は

６６５+１＝６６６となります。 

つまり、屋外展示場の蒸気機関車は「９６００形の６６６番目に造られ

たもの」となるのです。ちなみに、この形（形式）の最終製造機である７

７０番目の車輌には、プレート番号「７９６６９」が付いていました（「７

９６６９」製造順：７６９+１＝７７０）。 

 


